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学校法人日本赤十字学園職員倫理規程 

 
（平成 12年 1月 25日 日赤学第 409号） 

 
 
（目的） 
第１条 この規程は、学校法人日本赤十字学園が赤十字の理想とする人道の理

念を基調とした教育を行う組織であることを、学校法人日本赤十字学園職員

が認識し職務の執行に対する社会の信頼を確保することを目的とする。 
 
（職員の心得） 
第２条 職員は、学校法人日本赤十字学園の使命を自覚し、その職務に専念し

なければならない。 
２ 職員は、自らの行動が学校法人日本赤十字学園に対する社会の信頼に影響 
 を与えることを深く自覚するとともに、日常の行動について常に公私の別を 
 明らかにしなければならない。 
 
（規程等の遵守） 
第３条 職員は、職員就業規則等関係規則を定めるところに従い、その職務に 
 あたらなければならない。 
２ 法人本部及び各大学・短期大学は、経費の支出にあたっては、学校法人日

本赤十字学園職員給与要綱、学校法人日本赤十字学園旅費規則及び学校法人日

本赤十字学園経理規定に定めるところに従って適正に行わなければならない。 
 
（関係業者との接触に当たっての禁止事項） 
第４条 職員は関係業者との間で、次に掲げる行為を行ってはならない。 
 （１） 接待を受けること 
 （２） 会食、遊戯（スポーツを含む。）又は旅行をすること。 
 （３） 転任等に伴う餞別又は中元、歳暮の贈答品（広く配付される宣伝 
     広告用物品を除く。）等を受領すること。 
 （４） 講演、出版物への寄稿等に伴い報酬を受けること。 
 （５） 金銭、小切手、商品券等の贈与を受けること。 
 （６） 本来自らが負担すべき債務を負担させ、対価を支払わずに役務の 
     提供、又は不動産、物品等の貸与を受けること。 
 （７） 前各号に掲げるもののほか、一切の利益や便宜の提供（湯茶の提供 
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  等社会一般の接遇として容認されるものを除く。）を受けること。 
２  前号に規定する行為であって、対価を支払って会食すること、又は職務 
  上必要な会議等において会食すること等例外となり得る行為もあるが、職   
  員は、例外としてこれらの行為を行う場合は、別紙様式により服務管理者 
  に事前に届け出て、その承認を受けなければならない。だたし、やむを得 
  ない事情により事前に届け出ることが出来ない場合には、事後、速やかに 
  服務管理者に報告し、その承認を得なければならない。 
 
（官公庁等との接触についての準用） 
第５条 職員が官公庁等（国の行政機関、地方公共団体、政府関係機関等の特 
   殊法人及び関係公益法人等）の職員と接触する場合については、職務上 
   の必要性に留意しつつ、学校法人日本赤十字学園の使命を自覚して接触 
   するとともに、前条の規定を準用する。 
 
（違反に対する処分等） 
第６条 任免権者は、職員がこの規定に反する行為を行った場合であって、懲 
   戒処分等に付すことにつき相当の理由があると思料するときは、職員就 
   業規則に基づいて懲戒処分等を行うものとする。 
 
（服務管理者の設置） 
第７条 職員の服務規律の確保を図り、その実効を担保するために法人本部及 
   び各大学・短期大学に服務管理者を置く。 
 ２ 服務管理者は別表に掲げる職にある者をもって充てる。 
 
附則（平成１２年１月 日日赤学第 409号） 
 １ この規則は、平成１１年４月１日から施行する。 
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（別表） 
 
 

服務管理者 対象とする職員 
 
 
 
法人本部事務局長 
 

 
法人本部職員 
 
大学設置準備室 
 
大学・短期大学学長 
 

 
大学・短期大学学長 
 

 
大学・短期大学職員 
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（別紙様式） 

承 認 申 請 

 
服務管理者  様 
 
  学校法人日本赤十字学園職員倫理規程第 条の規定に基づき、禁止事項の 
 例外として下記について承認されたく、申請します。 
 
平成  年  月  日 
 

所 属            
職・氏名         � 

１ 承認を受けようとする

禁止事項 
□会食等   □講演    □寄稿等 
□その他(学校法人日本赤十字学園職員倫理規程第 条第 項) 

２ 承認を受けようとする

行為の日時及び場所 
平成  年  月  日( )  時 分～  時 分 
場所 

３ 承認を受けようとする 
  理由 

 
(必要に応じて関係資料を添付) 

 
会食等 

主催者 

経費負担者 

 申請者の経費負担 □有(   円)  □無 

 
 
講演 

講演会の名称 
講演会の主催者 
講演会の参加対象者 
講演料等の有無  □有(   円)  □無 
交通費等の有無  □有(   円)  □無 

４ その他参考となる具体

的内容 

その他  

 
承 認 書 

          様 
平成  年  月  日付の申請については、学校法人日本赤十字学園職員

倫理規程第 条の規定に基づき、禁止事項の例外として承認する。 
平成  年  月  日 

服務管理者           � 


